










研究目的

新生児医療の一つの大きな役割である未熟児医療は近年急速に発達した。それにともない

生存する未熟児は年とともに低体重化し,超未熟児がその主な医療対象となっている。超

未熟児を救命し障害なく生存させるには多くの医療設備と看護要員,医師,パラメディカル

の有機的な連携のもとに高度の技術と経験が有効に生かされて初めて成功すると考えられ

る。しかし日本の新生児医療は地域にばらつきがあるのみならず,各施設の体制も必ずし

も同じではない。本研究の目的は超未熟児の生存率,予後と各医療施設の医療要員との関

連を調べ,最善のあり方について究明することである。


